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実臨床で多用されている OCT 包埋標本は従来 IMS 分析に不適とされてきたが、
マトリックスに 9 アミノアクリジンを用いることで、OCT 包埋標本でも新鮮凍
結標本と同等のスペクトルが得られることを示した。次に、前立腺全摘を行っ
た前立腺癌患者の OCT 包埋標本を用いて高解像度 IMS 分析を行い、従来型で
は困難であった前立腺癌部と正常腺管部の詳細な脂質分布の比較を行った。
Discovery set(14 例)において、前立腺に高発現する 26 分子を同定し、MS/MS 解
析により、それらのうち 14 分子はホスファチジルイノシトール(PI)、3 分子は
ホスファチジルエタノールアミン(PE)、3 分子はホスファチジン酸(PA)であるこ
とを同定した。また、PI(18:0/18:1)と PI(18:0/20:3)、PI(18:0/20:2)は正常腺管と比
べて癌部で有意に発現が亢進していた。さらに Discovery set を用いた orthogonal 
















より摘出した前立腺組織の OCT 包埋標本を用いて、高解像度 IMS 分析を行っ
た。Discovery set 14 例において、前立腺に発現する 26 分子を同定した。それ
らの構造解析を行ったところ、14 分子がホスファチジルイノシトール (PI)であ
り、そのうちの 3種のPIが正常腺管部と比べ癌部で有意に発現が亢進していた。
さらに、14 種の PI を用いた癌部と正常腺管部との判別分析を行い、PI の発現
プロファイルによる前立腺癌の組織診断アルゴリズムを作成した。Validation 






  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２７年１１月１１日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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